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Las elecciones presidenciales, parlamentarias y de consejeros regionales de 
Chile en 2017: Reforma del sistema de comicios parlamentarios y prospectiva 
de renovación de la política chilena.
Aunque se había previsto el triunfo de Sebastián Piñera en las elecciones 
presidenciales de Chile de 2017, los resultados de estos comicios arrojaron 
una gran sorpresa. La nueva alianza política “Frente Amplio”, en la que 
convergían varios movimientos estudiantiles y sociales, obtuvo más de 20% 
de votos en la primera vuelta, respaldando a la periodista Beatriz Sánchez 
como candidata presidenciable, y consiguiendo veinte escaños en la Cámara 
de Diputados, lo que nunca había alcanzado ninguna fuerza política fuera 
de dos tradicionales pactos de partidos de derecha y de centro-izquierda. 
Un importante factor, de poder reforzarse la tercera alternativa, es la 
reforma del sistema electoral parlamentario. En el procedimiento anterior 
llamado “Sistema Binominal” se elegían solamente dos postulantes en cada 
circunscripción favoreciendo casi exclusivamente a los dos pactos grandes, 
pero en el nuevo, el cupo de cada distrito electoral de la Cámara se establece 
entre tres y ocho, otorgando el espacio a otros partidos y agrupaciones 
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profundo del escenario político de Chile, deberíamos observar si los partidos 
tradicionales pueden renovarse a sí mismos para atraer de nuevo al 
electorado que demanda soluciones de problemas sociales, y si el“Frente 
Amplio”, puede transformarse en organismo sólido y estructurado, partiendo 









































































第１回投票（2017年11月19日） 政党（連合） 得票数 得票率
ピニェラ（Sebastián Piñera） 行くぞチリ 2,418,540 36.64%
ギジェル（Alejandro Guillier） 多数派勢力 1,498,040 22.70%
サンチェス（Beatriz Sánchez） 拡大戦線 1,338,037 20.27%
カスト（José Antonio Kast） 523,375 7.93%
ゴイッチ（Carolina Goic） キリスト教民主党 387,784 5.88%
エンリケス=オミナミ（Marco Enríquez-Ominami） 進歩党 376,871 5.71%
アルテス（Eduardo Artés） 愛国同盟 33,665 0.51%





決選投票（2017年12月17日） 政党（連合） 得票数 得票率
ピニェラ（Sebastián Piñera） 行くぞチリ 3,796,918 54.57%












ニェラが華々しく出馬表明式典を開催し（Tele 13 電子版, 21 de marzo, 2017）、
直後に独立民主同盟（UDI: Unión Demócrata Independiente）と国民革新
（RN: Renovación Nacional）の２党も相次いでピニェラ支持を決定した（Tele 












他方、与党側ではまず前年の９月、民主主義のための党（PPD: Partido por 
la Democracia）の創設者で社会党とも関係の深いラゴス（Ricardo Lagos）元
大統領が早々と再出馬の意思を表明し、PPDも2017年１月、ラゴスを推すこ
とを決定した（El Mostrador 電子版, 14 de enero, 2017）４。一方、急進社会民
主党（PRSD: Partido Radical Socialdemócrata）は同月、同党系無所属で知名
度のあるギジェル上院議員を大統領候補として支持することを、PPD、社会
党、そして共産党（PCCh: Partido Comunista de Chile）の一部党員が同席す






































































らった民主主義のための拡大戦線（un Frente Amplio democrático）を目ざすとする独






















旧 制 度 新 制 度








（計）60選挙区 120議席 （計）28選挙区 155議席
上　　院
旧 制 度 新 制 度
定数 選挙区数 定数 選挙区数




（計）19選挙区 38議席 （計）15選挙区 50議席
（出所）筆者作成
表２　選挙制度の変化











































への「制裁」（Gómez A. y Zaror A. 2018: 10）に他ならなかった。さらにいえ
ば、サンチェス票は、既成政治全体に対する有権者の不満の表れでもあった
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名簿 得票数 得票率 候補者数 当選者数
行くぞチリ 2,321,340 38.71% 182 72 
　　国民革新（RN） 1,067,962 73 36 
　　独立民主同盟（UDI） 958,414 74 30 
　　政治進展（EVÓPOLI） 255,254 25 6 
　　独立地域主義党（PRI） 39,710 10 0 
多数派勢力 1,443,103 24.06% 175 43 
　　社会党（PS） 585,393 59 19 
　　民主主義のための党（PPD） 366,097 52 8 
　　急進社会民主党（PRSD） 216,558 33 8 
　　共産党（PCCh） 275,055 31 8 
民主集合 640,546 10.68% 121 14 
　　キリスト教民主党（DC） 616,643 104 14 
　　諸派 23,903 17 0 
拡大戦線 988,379 16.48% 168 20 
　　民主主義革命（RD） 342,965 35 10 
　　人道党（PH） 253,580 50 5 
　　自由党（PL） 46,612 9 2 
　　平等党（Igualdad） 129,271 27 1 
　　環境緑の党（PEV） 128,601 23 1 
　　力（Poder） 87,350 24 1 
緑の地域主義連立 115,189 1.92% 41 4 
　　社会緑の地域主義連合（FREVS） 94,634 21 4 
　　諸派 20,555 20 0 
全てのチリのために 234,275 3.91% 125 1 
　　進歩党（PRO） 198,834 108 1 
　　国民（País） 35,441 17 0 
結集しよう 93,984 1.57% 77 0 
愛国同盟 51,068 0.85% 56 0 
革命労働者党 4,661 0.08% 4 0 
無所属 104,427 1.74% 11 1 











名簿 得票数 得票率 候補者数 当選者数
行くぞチリ 628,170 37.70% 29 12 
　　国民革新（RN） 349,566 6 
　　独立民主同盟（UDI） 210,814 4 
　　政治進展（EVÓPOLI） 67,790 2 
　　独立地域主義党（PRI） ― ― ― ―
多数派勢力 380,182 22.82% 28 7 
　　社会党（PS） 125,199 10 3 
　　民主主義のための党（PPD） 200,309 12 4 
　　急進社会民主党（PRSD） 34,449 4 0 
　　共産党（PCCh） 20,225 2 0 
民主集合 238,829 14.33% 13 3 
　　キリスト教民主党（DC） 238,179 12 3 
　　諸派 650 1 0 
拡大戦線 184,265 11.06% 23 1 
　　民主主義革命（RD） 38,205 5 1 
　　人道党（PH） 62,178 11 0 
　　自由党（PL） 28,753 2 0 
　　平等党（Igualdad） 26,655 1 0 
　　環境緑の党（PEV） ― ― ― ―
　　力（Poder） 28,474 4 0 
緑の地域主義連立 2,915 0.17% 4 0 
　　社会緑の地域主義連合（FREVS） 2,397 2 0 
　　諸派 518 2 0 
全てのチリのために 22,890 1.37% 8 0 
　　進歩党（PRO） 15,944 6 0 
　　国民（País） 6,946 2 0 
結集しよう 112,895 6.78% 20 0 
愛国同盟 7,273 0.44% 3 0 
革命労働者党 ― ― ― ―
無所属 88,700 5.32% 4 0 






















独立民主同盟（UDI） 29 30 7（注11） 9
政治進展（EVÓPOLI） 1（注２） 6 2
無所属 2（注３） 1










民主主義のための党（PPD） 15 8 6 7


























無所属 3（注９） 3 1 1 2（注16） 2 1 1























































































































































一連の事態への対応に苦慮した（DUNA FM 電子版, 27 de agosto, 2015）。バ
チェレ大統領は2016年１月、公約の一つにも掲げていた先住民省（Ministerio 
de Pueblos Indígenas）の創設に関する法案を国会に提出したものの（El 






















開始することを宣言し（Tele 13 電子版, 13 de octubre, 2015）、それに基づい
て政府と市民社会各層との間の会合が実施されていった。2017年１月、バチェ
レ大統領はその成果をまとめた文書を受領する式典で、20万4402人もの市民が
（出所） CEP (2017) Estudio nacional de opinión pública, 81, septiembre-octubre 2017, p.50 . をもとに筆者作成
データ（印刷不要）
2006年6月-7月 2006年12月 2007年6月007年11月-12月 2008年6月008年11月-12月 2009年5月-6月 2009年8月 2009年10月 2010年6月-7月
支持 44 50 40 39 39 44 67 73 78 44




































































事件については次を参照。Qué Pasa電子版, 5 de febrero, 2015。































































無所属 1 1 




























の連帯」（Unidos por la Decentralización）と、PPD、急進社会民主党、共














た「行くぞチリRN-EVÓPOLI」（Chile Vamos RN- EVÓPOLI）と、 UDIを中心として

































（Santana et al. 2018: 29）。そして図２に示されているとおり、拡大戦線への投
票者のじつに43％が18歳から25歳の年齢層が占めており、同じ年齢層による投
票の割合が行くぞチリでは９％、多数派の力では７％であったのとは対照的で
あった（Santana et al. 2018: 14）。拡大戦線への支持者が求めているのは、急
進左派的な政策ではなく、市民の声により敏感な政治なのである。





18-25歳 25-35歳 35-45歳 45-55歳 55-65歳 66歳以上
拡大戦線 43 16 14 13 1 12
多数派の力 7 14 24 17 24 14
行くぞチリ 9 18 13 21 20 20
棄権 33 16 15 13 10 13
（出所） Santana, A, et al. (2018) Elecciones parlamentarias Chile 2017: los perfiles










































（出所） Santana, A, et al.（2018）Elecciones parlamentarias Chile 2017: los perfiles de los 
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